
▲グループ相互の連携を確認しました
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八
木
町
西
田
の
大
堰
川
支
流
に

あ
た
る
官
山
川
に
建
設
さ
れ
て
い

た
統
合
堰
の
し
ゅ
ん
工
式
が
七
月

一
日
に
行
わ
れ
、
地
元
住
民
ら
約

七
十
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

統
合
堰
は
、
幅
十
九
誡
、
高
さ

一
・
六
誡
の
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
製
で

で
き
て
お
り
、
水
害
の
軽
減
や
農

業
用
水
の
確
保
を
図
る
た
め
整
備

さ
れ
た
も
の
で
す
。

式
典
で
は
、
統
合
堰
の
記
念
碑

が
除
幕
さ
れ
た
後
、
八
木
中
央
幼

児
学
園
の
園
児
た
ち
が
、
官
山
川

に
流
れ
込
む
用
水
路
に
金
魚
を
放

流
し
、
統
合
堰
の
完
成
を
祝
い
ま

し
た
。

七
月
十
五
日
、
南
丹
市
美
山
地

域
で
は
「
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を

行
い
ま
し
た
。
旧
町
時
か
ら
の
取

り
組
み
で
、
自
然
景
観
を
損
な
う

ゴ
ミ
や
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
等
を

パ
ト
ロ
ー
ル
し
、
そ
の
対
策
お
よ

び
住
民
へ
の
指
導
啓
発
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
自
然
環
境
の
保
全
と

住
み
よ
い
快
適
な
環
境
づ
く
り
に

努
め
て
い
ま
す
。
当
日
は
美
山
町

環
境
保
全
対
策
協
議
会
委
員
と
市

役
所
職
員
の
合
わ
せ
て
二
十
七
人

が
参
加
し
、
十
四
班
に
分
か
れ
て

地
域
内
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら

ご
み
の
回
収
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

▲これまでのパトロールで集まったごみ

▲移動が困難な方など多くの人に利用されています

住
み
よ
い
地
域
を
つ
く
る
た
め

ー
日
吉
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
ー

官
山
川
統
合
堰
の
完
成
祝
う

ー
官
山
川
統
合
堰
し
ゅ
ん
工
式
ー

在
宅
移
送
カ
ー
八
木
で
大
活
躍

ー
社
会
福
祉
協
議
会
八
木
支
所
ー

美山地域で環境パトロールを実施
ー美山町環境保全協議会ー

南
丹
市
社
会
福
祉
協
議
会
八
木

支
所
に
配
置
さ
れ
て
い
る
「
在
宅

福
祉
移
送
カ
ー
」
が
活
躍
し
て
い

ま
す
。
車
は
、
車
椅
子
が
三
台
同

時
に
乗
る
リ
フ
ト
付
き
の
ワ
ゴ
ン

車
で
障
害
の
あ
る
方
や
高
齢
者
世

帯
な
ど
の
理
由
で
外
出
が
困
難
な

状
況
に
あ
る
方
々
が
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
際
や
通
院
時
、
地

域
の
行
事
に
参
加
す
る
際
な
ど
、

様
々
な
場
面
で
広
く
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
車
は
、
中
外
製
薬

株
式
会
社
か
ら
『
創
立
八
十
周
年

記
念
・
在
宅
福
祉
助
成
事
業
』
で

寄
贈
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

七
月
二
十
一
日
、
日
吉
町
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
の
総
会
が

南
丹
市
殿
田
活
力
倍
増
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

協
議
会
は
日
吉
町
内
で
活
動
さ

れ
て
い
る
三
十
四
の
グ
ル
ー
プ
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、
グ
ル
ー
プ
相

互
の
連
携
を
は
か
る
と
と
も
に
、

活
動
の
推
進
に
努
め
る
こ
と
を
目

的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

総
会
で
は
、
中
田
貴
美
子
会
長

代
理
が
「
互
い
に
助
け
合
い
な
が

ら
、
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と

会
の
連
携
を
呼
び
か
け
、
社
会
福

祉
の
向
上
と
地
域
へ
の
貢
献
に
向

け
た
活
動
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

▲官山川に作られた統合堰


